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浮体式防波堤および浮体式消波堤の設計・施工マニュアル（案）
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０．水産庁関連施策

0-1 漁港漁場整備長期計画（平成29～R03年度）の考え方
0-2 養殖業の生産機能の強化対策
0-3 まとめ

1. 浮体式防波堤専門部会の活動

2. 浮体式防波堤及び浮体式消波堤の設計・施工マニュア
ルについて

2-1 総則
2-2 基本設計
2-3 詳細設計
2-4 維持管理
2-5 施工実績

＜内容＞
AITEF 第5回技術報告会

浮体式防波堤専門部会
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０.⽔産庁関連施策
０-1 漁港漁場整備⻑期計画（平成29〜R03年度）の考え⽅

水産基本計画との連携の下、今後５年間（平成29～R3年度）に以下の課題に重点的に取り組む

⽔産業をとりまく情勢

漁港漁場整備⻑期計画

品質や付加価値の向上、
生産の効率化等に資する
漁港の生産・流通機能の強
化

国内への安定的な水産物
供給と、輸出先国のニーズ
に対応した生産・流通体制
の確保

水産生物の生活史に配慮し
た広域的な水産環境整備

広域的な藻場・干潟回復対策

海水温上昇等に対応した漁
場整備への取組

沖合域の生産力向上

東日本大震災からの復旧・
復興

災害時の救援活動、物資輸
送等の拠点の整備

被災後の水産業の早期回
復対策

台風・低気圧災害対策の強
化

都市住民や外国人観光客
等による漁村への訪問を
推進

女性・高齢者等にとって
住みやすく働きやすい漁
村づくり

施設の長寿命化対策によ
る漁港機能の維持・保全

漁港ストックの有効活用

静穏水域をナマコの
増養殖場として有効活用

＜重点課題２＞
豊かな生態系の創造と

海域の生産力向上

＜重点課題２＞
豊かな生態系の創造と

海域の生産力向上

＜重点課題１＞
水産業の競争力強化と

輸出促進

＜重点課題３＞
大規模自然災害に備えた

対応力強化

＜重点課題４＞
漁港ストックの最大限の活用と

漁村のにぎわいの創出

■水産業が抱える諸課題

○全国的に厳しい漁業経営状況

○国内の水産物需要が減少の一方で、世界的な水産物需要の増加

○引きつづき厳しい水産資源状況

○海水温の上昇や自然災害の激甚化

○漁業者の減少・高齢化

■政府課題への対応

○農林水産業の成長産業化と輸出促進（農林水産業の輸出力強化戦略）

○気候変動への対応（農林水産省気候変動適応計画）

○大規模自然災害への適切な対応（国土強靱化基本計画）

○渚泊、インバウンドの推進（まち・ひと・しごとの創生総合戦略）

○社会資本ストック効果の最大化（経済財政運営と改革の基本方針2016）

＜共通課題＞漁港漁場施設の管理の高度化（ＩＣＴを活用した漁港漁場施設の管理や機能保全の効率化など）

耐震強化岸壁海水温上昇への対応
高度衛生管理体制の構築のための取組イメージ

密閉型荷さばき所

都市漁村の交流

屋根付き岸壁

台風・低気圧災害への対応
沖合域の生産力向上への対応
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0-2 養殖業の生産機能の強化対策
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○北灘地区におけるブリ類養殖は、昭和54年のピーク以降、閉鎖性湾内での漁場環境の悪化により生
産が落ち込んだ。

○昭和59年以降、水質環境の良い沖合に順次移動し、静穏域の確保のための浮消波堤や係留施設
を整備した（H14～H25）。また、ブリ類養殖場の沖合への移動により空いた湾内のスペースを有効に
活用してマダイ養殖を実施。

○ブリ類、マダイともに、地区の生産量が飛躍的に増大した。

対 策

昭和５９年以降造成した沖合養殖場で養殖を開始

地区の生産量が飛躍的に増
大
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北灘地区の魚類養殖生産量の推移

ブリ類

マダイ

H14整備開始ブリ類、マダイ

マダイ
ブリ類養殖場
移動

水質環境の良い沖合に養殖場を拡大

23例 浮消波堤の整備による養殖ブリ・マダイの生産量増：愛媛県北灘地区

概 要

効 果

事業名 ：水産生産基盤整備事
業
平成25年度完成

浮消波堤による静穏域の確保

5
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・漁港漁場整備長期計画な推進のため、養殖業の生産機能の強
化対策が重要。漁業区域の強靭化対策にもつながる。

・養殖業の沖合展開発展のための基盤整備として、消波施設とし
ての浮消波提のニーズが高まりつつある。

・浮消波提の利点は、背後地の静穏度確保の他、養殖業に重要な
海水交換、底質改善が期待できる。

また、荒天時においては、背後地の防災機能も有する。

0-3 まとめ
AITEF 第5回技術報告会

浮体式防波堤専門部会
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大水深、軟弱地盤の海域について、経済性や施工性で有効であり、また海水交流を阻害しない
環境に優しい構造物である浮体式防波堤の開発を研究テーマに活動。

浮消波提は、1980年代後半から1990年代 技術開発が活発化し、漁場を中心に整備が加速した
が、2000年に入り減速。

2018年12月の漁業法改正を機に再度ニーズが高まっている。

1.浮体式防波堤専門部会活動

浮体式防波堤専門部会 1997年以降改訂なし

AITEF 第5回技術報告会
浮体式防波堤専門部会

2020年度改訂に着手

AITEF 第5回技術報告会 浮体式防波堤専門部会 8

研究の経緯】
昭和60年度 (1985年)    浮防波堤技術資料・アンケート調査表の作成

61年度 (1986年)    漁港施設としての浮防波堤の設計及び提案
62年度 (1987年)    設計・施工マニュアルの作成
63年度 (1988年)    現地調査要領の作成

平成元年度 (1989年) 現地調査（初回）
2年度 (1990年)    現調査報告書の作成
5年度 (1993年)    現地調査（ 2回目）要領
6年度 (1994年)    現地調査（ 2回目）
7年度 (1995年) 現地調査（ 2回目）報告書の作成
8年度 (1996年)    設計・施工マニュアル改訂（案）の作成
9年度 （1997年)                      〃 発刊

令和元年度 (2019年) 設計・施工マニュアル(案) 大幅改訂発議
2年度 (2020年) 設計・施工マニュアル(案) 大幅改訂（案）の作成＆発刊

23年ぶりの改訂
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２．浮体式防波堤及び浮体式消波堤の設計・
施工マニュアル改訂内容

AITEF 第5回技術報告会 浮体式防波堤専門部会
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目次

第1章 総 則
第2章 基本設計
第3章 詳細設計
第4章 施 工
第5章 維持管理
第6章 不規則波の消波性能の計算例
第7章 浮防波堤および浮消波堤の施工実績

AITEF 第5回技術報告会 浮体式防波堤専門部会
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1997年の現マニュアルからの主要な改訂事項

① 浮体式防波堤と浮体式消波堤の両方を対象とした。

② 計画、設計、施工まで網羅した内容に充実。

基本設計、詳細設計範囲の明確化を図った。

③ 浮防波堤（浮消波堤）の諸元決定のための消波特性曲線の掲載
1980年代から1990年代にかけて、考案されて新形式の消波構造について、消波特性曲線を掲載した。
これにより、基本設計時の形式選定の根拠資料として活用できるようになった。

④ 波力の評価式を2015年の漁港・漁場の施設の設計参考図書の記載内容に修正した。
・単位系をSI単位系に修正

・波力について、合田式を追加
・定常外力の算出方法と係留設計時の注意事項を記載した。

⑤ 被覆防食・電気防食工法に関する最新工法を掲載。

被覆防食、電気防食について、最新の知見を掲載し、設計マニュアルに反映した。

⑥ 耐久性向上のための留意事項の記載。（既設の施工事例写真をもとに解説）

20年以上が経過した浮体の維持管理記録をもとに、設計・製作上で配慮すべき事項について、写真を交えて
掲載した。

⑦ 施工実績整理。（1977年～2019年）

1977年以降、施工された浮防波堤および浮消波提の実績を整理した。設計条件、要求性能を（消波）掲載。

⑧ 維持管理点検に関する記述を充実させた。

11AITEF 第5回技術報告会 浮体式防波堤専門部会
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①浮体をチェーンとアンカーで係留

②海水交換を妨げない

③消波性能に応じて、浮体サイズが決まる

④長周期波（9秒以上）の消波効果が低い

⑤大水深・軟弱地盤の海域では経済性や

施工性で有利である

⑥浮体本体は陸上製作、現地では係留系

の設置と浮体据付のため、現場工事期間

が短い

⑦移動や撤去が可能

⑧耐用期間に応じて浮体本体のリプレイス

やチェーン交換が必要

２－１ 総則
浮体式防波堤（浮消波堤）の特徴

AITEF 第5回技術報告会
浮体式防波堤専門部会
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基本設計：消波の対象となる波浪（消波対象波）に対して、所定の静穏度が得られるように、浮体の消波性能を検
討しながら、形状、寸法を決定する。

詳細設計：供用期間中に起こり得る最大の波浪に対（構造対象波）して、浮体や係留部の設計を行う。設計の各段
階においては、必要に応じて水理模型実験を行うことが望ましい。

④浮体形式の決定（2.7項性能曲線により検討）

・消波対象波：浮体幅、浮体間隔、吃水、

・構造対象波：浮体の概略数量、概略、係留の検討

基本設計 詳細設計

AITEF 第5回技術報告会 浮体式防波堤専門部会
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２－２ 基本設計

消波形式の特長

AITEF 第5回技術報告会
浮体式防波堤専門部会
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漁港・漁場で整備される主要な、構造形式の断面形状を以下に示す
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① 箱形形式

瀬戸内海など比較的周期の短い海域の適する。
適用波周期は3～4.5秒程度の実績が多い。

② 短波長型

箱形形式より適用波周期が長い。波周期が、5～5.3秒程度の海域での実
績が多い。

③、④内部水流振動型

a) 内海短波長型
5.5～6.0秒程度の波周期での実績が多い。

a) 外海長波長型
～9秒の長周期波での対応が可能である。効果レンジが最も広い。

高
さ

吃
水

乾
舷

幅

今回追加した形式

AITEF 第5回技術報告会 浮体式防波堤専門部会
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内部水流振動型／長周期対応

消波体は鋼製構造

・入射波と浮体の位相差により入射波を反射させる型式

断面内の２つの長い水流経路が屈折して設置され、浮体の動揺と水流経路

を流れる水との相対運動を利用、水流経路の長さ設定により振動流の固有

周期を調節し、反射特性を向上させ消波する

AITEF 第5回技術報告会
浮体式防波堤専門部会



9

17

参考（対応周期の目安）
・箱型 （～4.5秒）
・短波長型 （～5.3秒）
・内海型内部水流 （～6.0秒）
・外海型内部水流 （～8.0秒）

消波性能曲線
AITEF 第5回技術報告会

浮体式防波堤専門部会

マニュアル P17 図2-3参照

18AITEF 第5回技術報告会 浮体式防波堤専門部会

３章．詳細設計
設計時に配慮すべき事項（抜粋）

無塗装→内面塗
装（変性エポキシ）
に改訂

２－３ 詳細設計
① 設計時に配慮すべき事項 （抜粋Ⅰ）
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② 設計時に配慮すべき事項 （抜粋Ⅱ）

AITEF 第5回技術報告会 浮体式防波堤専門部会
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③ 設計に配慮すべき事項 係留設計

定常外力評価式についての注意項を
明記

港外に設置されるケースが多い

係留外力として作用する外力として、漂流
力の簡易式は、使用法に注意が必要。

・喫水側面の面積で外力を算出する評価
式である。

排水量が大きな浮体は時に注意

AITEF 第5回技術報告会
浮体式防波堤専門部会
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排水量が大きいと波による上揚力が大きく アン
カーが持ち上がり、浮体が移動するリスクが上昇

AITEF 第5回技術報告会 浮体式防波堤専門部会
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２－4 維持管理
 浮体の調査事例を写真で解説

AITEF 第5回技術報告会 浮体式防波堤専門部会
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23AITEF 第5回技術報告会 浮体式防波堤専門部会

24

２－5 施工実績 AITEF 第5回技術報告会
浮体式防波堤専門部会

マニュアル P111参照
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ご清聴ありがとうございました

（一社）漁港漁場新技術研究会
外郭施設多機能化研究部会
浮体式防波堤専門部会

AITEF 第5回技術報告会 浮体式防波堤専門部会


